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　下記要領にて、国際政治経済シンポジウムを開催した。今回の国際政治経済シンポジウム





日　時：平成 20 年（2008 年）12 月 6 日（土）12：30 時から 19 時まで（シンポジウム開催後の















































































































































































ベースで 2008 年 1−6 月には年率 10％成長のペースを維持していたのが、7−9 月は、8％台
に減速した。さらにこの傾向を延長すれば一つの谷に落ちるかもしれない。中国経済は、雇
用を維持するため、以前は年率 7％の成長が必要といわれた。今は、8％が必要であるとされ























































































院）は、「現在の環境問題は、先進工業国が 20 世紀の 100 年間に経験した環境問題が、現在
中国で集中的に発現している」ととらえている。中国においても、環境問題の深刻化は、十
分認識され、2010 年目標に向けて汚染物質を減らすことが掲げられている。たとえば、二酸
化硫黄を 2010 年に、2295 万トンに抑える。また、中国における地表水の 26％は、「どんな目
的にも使えない水（「劣 5類」）」とされているが、これを 2010 年までに、22％以下にする計
画である。しかしこれらはいずれも中間的な目標と思われる。
現在中国は環境に関する法制度の転換点にある。自分は、これを「緩やかな転形」と捉え




















大きなトレンドとして、1978 年からの 30 年間で、法制度の整備を支える専門法曹の数は急
増しており、今後の環境法の拡充が期待される。具体的には、弁護士は、1986 年には、2.2 万
人であったのが、2007 年には、13 万人を超えるまでになってきた。2002 年から始まった司法
試験は、現在、30 万人が受験し、2万人以上が合格している。法律を学ぶ学生の数は、1977
年の在校生 576 名から、2005 年には、在校生は 41 万人を越え、卒業生 7.6 万人に達している。









































































































































































た。2002 − 2003 年には基本的に関税が 5％以下になった。現在、主要 5カ国については貿易



















品目（2004 年 9 月）に注目して、タイからインドに進出する等の動きが見られる。日立製作
所、ソニー、シャープ等は、このEHを利用して、両国における生産再編を行っている。
（2） 第二報告者：小松製作所・中国総代表・米山正博氏
コマツは「日経プリズム」で、2006 年および 2007 年と、連続して、「優れた会社」の第一
位に選ばれた。中国やロシア等の新興国での業績が伸び、高い収益を上げたことが評価され
たようだ。2007 年度実績で連結売上高が 2.2 兆円、営業利益が 0.3 兆円、総資産が 2.1 兆円。







29 から 49 に増え、海外売上高比率は 54％から 76％になった。本業に加え、世界中で、地雷
除去等の様々の社会貢献活動を行っている。
コマツの中国との歴史的関係は古く、1972 年の「日中国交正常化」以前、河合良成社長時
代の 1956 年に、北京と上海で開催された日本商品見本市に遡る。1972 年の「日中国交正常
化」の際に、当時の河合良一社長が訪中した際に当時の周恩来首相から公式の場で初めて「井
戸を掘ってくれた人の恩は忘れない」といわれた。
2007 年度連結売上 2.2 兆円のうち中国における売上は、その 1割程度で、今後さらに増え
る見込み（毎年 2％）である。現在、上海に統括拠点を持ち、工場を山東省・常州等に持って
いる。上海の統括企業が統括する従業員 2200 人、建機代理店販売従業員 3500 人を合わせて、
総合計 5700 人である。中国事業は極めて好調で、2002 年以降 2007 年まで、2004 年を除けば













中国HE市場では、2008 年 1−10 月で、韓国のドーサンがシェア 22％でトップ、ついでコマ
ツが 20.6% で第二位である。但し、6トン以上のメイン機種では、コマツがトップである。






























待できたことである。第五に、当時輸入関税 80％、輸入完成車は当時 40 万元で、国産化率
40％を達成すれば、アコードを 30 万元以下で、3万台供給可能であると考えたことである。






































































































































7．シーメンス・アル・ジップス GMに対して：シーメンスの中国における IPR 政策につき、
伺いたい。
（ジップスGM）
　基本は知的財産権を守ることだが、一つには中国生産にあたっては知財権を絡めないこと
が重要である。また、R＆Dセンターを中国にも置き、中国からも特許の出願を行う。
8．シーメンス・アル・ジップスGMに対して：シーメンスの中国における地域本社は北京に
あるのか？ここから香港や台湾のオペレーションも統括しているのか？
（ジップスGM）
　地域本社は北京にあり、中国本土のみ統括している。台湾・香港はカバーしていない。
9．米山・コマツ中国総代表および門脇・客員教授に対して：両者の強みとしてホンダは「ホ
ンダフィロソフイー、コマツは IT化を強調しているように思われるが、相互のメリット
を自社の視点で見て、どのように評価するか聞かせていただきたい。
（米山総代表）
　建設機械業界のなで、中国で ITが進んでいるのでそれを強調した。企業哲学のない企業は
ない。
（門脇教授）
　ホンダは ITを行っていない訳ではない。
10．米山・コマツ中国総代表および門脇・客員教授に対して：競争激化、顧客ニーズの多様
化、技術の高度化等の面で、日本人出向者、日本人出張者と中国人スタッフの協力が益々
− 296 −
強化されることが求められると思う。中国で仕事をする日本人ビジネスマンが中国の人
とうまくコミュニケーションを取って仕事を進めていく上で、どのような能力を身につ
ける必要があると思われるか？
（米山総代表）
　コミュニケーションは大事であり、目線の高い人には高く合わせよ、低い人には低く合わ
せよ、といっている。言葉の教育も重要である。
（門脇教授）
　既にお話したとおりで付け加えることはない。
（（手島から各発表者に質問。高度人材確保は企業経営上の根幹であるが、どのような人材確
保・育成政策が考えられるか。））
（助川）
　日本に来ている人材、インターン・留学生の人材確保も重要であり、就職活動に積極的に
はたらき掛けること等が考えられる。
（米山）
　この点は、永遠のテーマで、答えはない。中国人は、顔つきは同じであるが、考え方は、
全く日本人と異ななり、欧米に似た個人主義の発想が強い。最近は、拝金主義の傾向もある。
「発展空間」と称し、自分がどれだけ昇進するか、給料が多くなる可能性があるかが主要な関
心事である。そうであれば、第一に、（現地化を前提に中国人をトップまで据えているので、）
育成ステップを公にする。第二に、報酬を明示する。第三に、小松の文化を理解してもらう。
コマツでも当社を辞めてキャタピラーに入ったものが 8名おり、その内 6名はキャタピラー
を辞めている。彼らは、使い捨てされた、とみている。中国人も、30 代なかばを過ぎると、
考え方が変わるので、信用できる人間を如何に確保するか、が重要である。もちろん、情報
漏洩にたいするリスク対策が必要となる。
（門脇）
　ホンダは海外依存度 80％であり、海外従業員のほうが多いので、社是・運用方針が世界に
通ずるものかどうか、常日頃から見直し、世界に通用するホンダ・マンを育成したい。しか
し、具体的な人材という意味では、私を含めて日本人のホンダ・マンが世界に通用するもの
がいないので、世界の優秀な人材を集めるまでには至っていない。その意味でホンダはまだ
発展途上である。自らグローバル化をもっと進めれば、真のグローバル人材を集められる。
（ジップス）
　シーメンスをローカル企業から差別化したい。人材に関しては、全ての国で同じアプロー
チをとっている。同じ、キャリアプラン、プロモーション・プランをモロッコにも中国にも
適用する。北京の委員会だけでなく、ミュンヘンにも中国人の同僚がいる。中国人だけでな
く、全ての従業員に、同じチャンスを開く。また、お金・待遇だけでなく、シーメンスとい
う企業を好きになってほしいと思う。そうでないと長く働いてくれない。
